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事務委託 資料１ 

○地方自治法（抜粋） 

（昭和二十二年四月十七日） 

（法律第六十七号） 

（協議会の設置） 

第二百五十二条の二の二 普通地方公共団体は、普通地方公共団体の事務の一部を共同

して管理し及び執行し、若しくは普通地方公共団体の事務の管理及び執行について連

絡調整を図り、又は広域にわたる総合的な計画を共同して作成するため、協議により

規約を定め、普通地方公共団体の協議会を設けることができる。 

２ 普通地方公共団体は、協議会を設けたときは、その旨及び規約を告示するととも

に、都道府県の加入するものにあつては総務大臣、その他のものにあつては都道府県

知事に届け出なければならない。 

３ 第一項の協議については、関係普通地方公共団体の議会の議決を経なければならな

い。ただし、普通地方公共団体の事務の管理及び執行について連絡調整を図るため普

通地方公共団体の協議会を設ける場合は、この限りでない。 

４ 公益上必要がある場合においては、都道府県の加入するものについては総務大臣、

その他のものについては都道府県知事は、関係のある普通地方公共団体に対し、普通

地方公共団体の協議会を設けるべきことを勧告することができる。 

５ 普通地方公共団体の協議会が広域にわたる総合的な計画を作成したときは、関係普

通地方公共団体は、当該計画に基づいて、その事務を処理するようにしなければなら

ない。 

６ 普通地方公共団体の協議会は、必要があると認めるときは、関係のある公の機関の

長に対し、資料の提出、意見の開陳、説明その他必要な協力を求めることができる。  

第四款 事務の委託 

（事務の委託） 

第二百五十二条の十四 普通地方公共団体は、協議により規約を定め、普通地方公共団

体の事務の一部を、他の普通地方公共団体に委託して、当該他の普通地方公共団体の

長又は同種の委員会若しくは委員をして管理し及び執行させることができる。  

２ 前項の規定により委託した事務を変更し、又はその事務の委託を廃止しようとする

ときは、関係普通地方公共団体は、同項の例により、協議してこれを行わなければな

らない。 



事務委託 資料１ 

３ 第二百五十二条の二の二第二項及び第三項本文の規定は前二項の規定により普通地

方公共団体の事務を委託し、又は委託した事務を変更し、若しくはその事務の委託を

廃止する場合に、同条第四項の規定は第一項の場合にこれを準用する。 

（事務の委託の規約） 

第二百五十二条の十五 前条の規定により委託する普通地方公共団体の事務（以下本条

中「委託事務」という。）の委託に関する規約には、次に掲げる事項につき規定を設

けなければならない。 

一 委託する普通地方公共団体及び委託を受ける普通地方公共団体 

二 委託事務の範囲並びに委託事務の管理及び執行の方法 

三 委託事務に要する経費の支弁の方法 

四 前各号に掲げるもののほか、委託事務に関し必要な事項 

（事務の委託の効果） 

第二百五十二条の十六 普通地方公共団体の事務を、他の普通地方公共団体に委託し

て、当該他の普通地方公共団体の長又は同種の委員会若しくは委員をして管理し及び

執行させる場合においては、当該事務の管理及び執行に関する法令中委託した普通地

方公共団体又はその執行機関に適用すべき規定は、当該委託された事務の範囲内にお

いて、その事務の委託を受けた普通地方公共団体又はその執行機関について適用があ

るものとし、別に規約で定めをするものを除くほか、事務の委託を受けた普通地方公

共団体の当該委託された事務の管理及び執行に関する条例、規則又はその機関の定め

る規程は、委託した普通地方公共団体の条例、規則又はその機関の定める規程として

の効力を有する。 

 



事務委託 資料２ 

逗子市と葉山町との可燃ごみの焼却処理の事務委託に関する協定書（案） 

 

 逗子市及び葉山町は、可燃ごみの焼却処理に関する事務の管理及び執行に関し、逗子市と葉山町との

可燃ごみの焼却処理の事務委託に関する規約（平成30年４月１日施行。以下「規約」という。）第９条の

規定に基づき、次のとおり協定を締結する。 

 

（経費の算出方法） 

第１条 規約第３条に規定する経費の額の算出方法は、別表のとおりとする。 

 （経費の清算） 

第２条 規約第６条に規定する経費の調整は、当該過不足が生じた年度の逗子市及び葉山町の歳入歳出

決算の議決後最初に到来する経費の納付において行うものとする。 

 （連絡会議） 

第３条 規約第７条の連絡会議は、逗子市長及び葉山町長がそれぞれ指定する者をもって組織する。 

 （条例等の制定又は改廃の場合の協議） 

第４条 葉山町長は、規約第８条第１項の規定による通知を受けた場合において、必要があると認める

ときは、逗子市長に協議を申し入れることができる。 

 （その他） 

第５条 この協定に定めのない事項及びこの協定に関し疑義が生じたときは、その都度逗子市長及び葉

山町長が協議するものとする。 

 

この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、逗子市長及び葉山町長が記名押印のうえ各自１通を

保有する。 

 

平成30年４月１日 

 

逗子市 逗子市逗子五丁目２番16号 

逗子市長  平 井  竜 一 

葉山町 三浦郡葉山町堀内2135番地 

葉山町長  山 梨  崇 仁 

 

  



事務委託 資料２ 

別表 

項 目 算出方法 

建設改良費（資本費） 〇交付対象部分 

・処理量で按分 

〇交付対象外部分（単独事業） 

・処理量で按分（ただし、施設周辺の整備は施設を

整備するものが負担する。） 

運営費 ・処理量で按分 

 備考 

  １ 葉山町が負担する費用の額は、左欄に掲げる項目に、それぞれ右欄に掲げる算出方法により算

出したものとする。 

  ２ 算出した費用負担に１円未満の端数があるときその他の調整が必要なときは、逗子市長及び葉

山町長が協議の上これを決定する。 

  ３ 「処理量」とは、処理施設で処理される可燃ごみの量とする。 

  ４ 「交付対象部分」とは、循環型社会形成推進交付金交付要綱（平成17年４月11日付環廃対発第

050411001号環境事務次官通知別紙）第２の２に定める交付対象事業（以下「交付対象事業」とい

う。）を実施する場合において、循環型社会形成推進交付金交付取扱要領（平成17年４月11日付環

廃対発第050411002号環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長通知）６⑴に定める交付対象事

業費（以下「交付対象事業費」という。）から交付金の額を控除したものとする。 

  ５ 「交付対象外部分（単独事業）」とは、実施する事業が交付対象事業のときは、当該事業の総事

業費から交付対象事業費を控除したものとし、交付対象事業でないときは、当該事業の総事業費と

する。 

   



事務委託 資料３ 

葉山町と逗子市とのし尿及び浄化槽汚泥の処理の事務委託に関する協定書（案） 

 

 葉山町及び逗子市は、し尿及び浄化槽汚泥の処理に関する事務の管理及び執行に関し、葉山町と逗子

市とのし尿及び浄化槽汚泥の処理の事務委託に関する規約（平成30年４月１日施行。以下「規約」とい

う。）第９条の規定に基づき、次のとおり協定を締結する。 

 

（経費の算出方法） 

第１条 規約第３条に規定する経費の額の算出方法は、別表のとおりとする。 

 （経費の清算） 

第２条 規約第６条に規定する経費の調整は、当該過不足が生じた年度の葉山町及び逗子市の歳入歳出

決算の議決後最初に到来する経費の納付において行うものとする。 

 （連絡会議） 

第３条 規約第７条の連絡会議は、葉山町長及び逗子市長がそれぞれ指定する者をもって組織する。 

 （条例等の制定又は改廃の場合の協議） 

第４条 逗子市長は、規約第８条第１項の規定による通知を受けた場合において、必要があると認める

ときは、葉山町長に協議を申し入れることができる。 

 （その他） 

第５条 この協定に定めのない事項及びこの協定に関し疑義が生じたときは、その都度葉山町長及び逗

子市長が協議するものとする。 

 

この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、葉山町長及び逗子市長が記名押印のうえ各自１通を

保有する。 

 

平成30年４月１日 

 

葉山町 三浦郡葉山町堀内2135番地 

葉山町長  山 梨  崇 仁 

逗子市 逗子市逗子五丁目２番16号 

逗子市長  平 井  竜 一 

 

  



事務委託 資料３ 

 

別表 

項 目 算出方法 

建設改良費（資本費） ・処理量で按分（ただし、施設周辺の整備は施設を

整備するものが負担する。） 

 

運営費 ・処理量で按分 

 備考 

  １ 逗子市が負担する費用の額は、左欄に掲げる項目に、それぞれ右欄に掲げる算出方法により算

出したものとする。 

  ２ 算出した費用負担に１円未満の端数があるときその他の調整が必要なときは、葉山町長及び逗

子市長が協議の上これを決定する。 

  ３ 「処理量」とは、処理施設で処理されるし尿及び浄化槽汚泥の量とする。  

   



事務委託 資料４ 

ごみ処理広域化の経緯

平成 9年 1月 「ごみ処理に係るダイオキシン類発生防止ガイドライン」策定 

内容・・恒久対策について 

①減量化、リサイクルの推進、②ダイオキシン排出削減対

策、③ごみ処理の広域化、④焼却灰・飛灰の処理、⑤最終

処分場対策 

平成 9年 5月 「ごみ処理の広域化計画について」通知（国→県） 

内容・・「上記ガイドラインに基づき、ごみ処理に伴うダイオキシ

ン類の排出削減を図るため、各都道府県は、ごみ処理の広

域化について検討し、広域化計画を策定するとともに、本

計画に基づいて貴管下市町村を指導されたい」 

平成 10年 3月 「神奈川県ごみ処理広域化計画」策定（県） 

内容・・ごみ処理の広域化の必要性は、①リサイクルの推進②ダイ

オキシン類の削減③エネルギーの有効利用④ごみ処理経

費の縮減。 →県内市町村を９つにブロック割り。 

平成 10年 7月 「横須賀三浦ブロックごみ処理広域化協議会」設置 

平成 11年 3月 「平成 10 年度横須賀三浦ブロックごみ処理広域化実現可能性調査

報告書」作成 

平成 12年 1月 「横須賀三浦ブロックごみ処理広域化実現可能性調査最終報告書」 

作成 

平成 13年 3月 「平成 12 年度横須賀三浦ブロックごみ処理広域化基本計画基礎調

査報告書」作成 

平成 13年 4月 「横須賀三浦ブロック広域連合設立準備協議会」設置 

平成 16年 3月 「横須賀三浦ブロックごみ処理広域化基本構想（素案）中間報告」 

作成 

内容・・①広域化に向けて②広域化に係る基礎的事項③広域処理開

始前に各市町が取り組むごみ処理の内容④広域で取り組む

ごみ処理の内容⑤広域処理施設の整備⑥今後の検討課題 

平成 17年 2月 3日 ４市１町首長懇談会 

結論・・「４市１町広域化に軸足を置きながら、エコループの検討

も進め、本年 12月末までに広域化についての結論を出す」

で意見一致。 

平成 17年 9月 13日 山北町長 

エコループプロジェクトの立地候補地としての検討を断念 

平成 17年 12月 26日 ４市１町首長会議 

結論・・「横須賀市、三浦市及び葉山町の２市１町と鎌倉市及び逗

子市の２市での２グループ体制で、当面のごみ処理広域化

を推進する」という方向性を確認 

平成 18年 1月 31日 「横須賀三浦ブロック広域連合設立準備協議会」解散 



 

 2 

平成 18年 2月 14日 「鎌倉市・逗子市ごみ処理広域化検討協議会」設置 

平成 18年 4月 24日 「覚書」締結 

内容・・①「横須賀三浦ブロックごみ処理広域化基本構想（素案）

中間報告」を踏まえ広域処理について協議②循環型社会形成推進地

域計画策定③生ごみ資源化処理施設と焼却処理施設の整備計画策

定④粗大、資源物選別、植木剪定枝資源化処理について協議⑤負担

割合は別途協議 

平成 20年 3月 鎌倉市・逗子市循環型社会形成推進地域計画策定 

平成 22年 2月 4日 「確認書」締結（「覚書」は解消） 

内容・・「2市は、燃やすごみを共同で焼却処理するための施設を新

たに設置するに当たっては、燃やすごみのごみ質を統一す

ることを前提として、2 市各々における生ごみ資源化施設

等の稼働を踏まえ、広域焼却施設の整備及び両市の「ごみ

処理広域化実施計画」の策定について協議する。」 

平成 22年 3月 逗子市一般廃棄物処理基本計画策定 

平成 23年 1月 20日 鎌倉市が生ごみ資源化施設（山崎浄化センターバイオマスエネルギ

ー回収施設）建設計画撤回 

平成 23年 6月 鎌倉市ごみ処理基本計画（中間見直し） 

平成 24年 6月～ 

平成 25年 3月 

逗子市環境クリーンセンター焼却施設基幹改良工事に伴い、鎌倉市

に可燃ごみの焼却を委託（約 1,723トン）。※ほか、平成 24年 7月

～平成 25年 5月まで横浜市に約 4,740トン焼却委託。 

平成 24年 8月～ 逗子市生ごみ分別収集及び家庭用生ごみ処理容器モデル事業実施 

平成 24年 10月～ 鎌倉市戸別収集モデル事業実施 

平成 25年 5月 鎌倉市ごみ処理基本計画（中間見直し）再構築 

平成 25年 6月 鎌倉市ごみ焼却施設基本構想策定 

平成 26年 4月～ 

平成 27年 3月 

鎌倉市名越クリーンセンター焼却施設基幹改良工事に伴い、鎌倉市

の可燃ごみの焼却を受託（約 2,815トン）。 

平成 26年 10月 22日 葉山町長から、ごみ処理行政における自治体間の連携について検討

依頼 

平成 26年 12月 鎌倉市・逗子市循環型社会形成推進地域計画（第 2期）策定 

平成 27年 2月 2日 平成 26年度第 1回逗子市・葉山町ごみ処理勉強会 

※各々のごみ処理の状況について情報交換 

平成 27年 4月 鎌倉市家庭ごみ処理有料化実施 

平成 27年 6月 4日 平成 27年度第 1回逗子市・葉山町ごみ処理勉強会 

※各々のごみ処理の状況について情報交換 

平成 27年 10月 逗子市家庭ごみ処理有料化及び分別収集品目の拡大実施 
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平成 28年 1月 18日 平成 27年度第 1回鎌倉市・逗子市ごみ処理広域化検討協議会 

※広域連携の枠組みの再構築について協議 

平成 28年 2月 「鎌倉市・逗子市循環型社会形成推進地域計画」を鎌倉市単独の「鎌

倉市循環型社会形成推進地域計画」に変更 

平成 28年 2月 23日 平成 27年度第 2回逗子市・葉山町ごみ処理勉強会 

※広域連携の枠組みの再構築について協議 

平成 28年 2月 25日 平成28年逗子市議会第1回定例会本会議における市長施政方針の中

で、葉山町とのごみ処理の自治体間連携の方針について言及。 

同日プレスリリース。 

平成 28年 3月 19日 まちづくりトークで葉山町とのごみ処理の自治体間連携の方針につ

いて説明  

平成 28年 3月 25日 平成 27年度第 2回鎌倉市・逗子市ごみ処理広域化検討協議会 

※広域連携の枠組みの再構築について協議 

平成 28年 3月 30日 平成 27年度第 3回逗子市・葉山町ごみ処理勉強会 

※広域連携の枠組みの再構築について協議 

平成 28年 4月 27日 平成 28年度鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議会準備

会 ※広域連携の枠組みの再構築について協議 

平成 28年 5月 31日 平成 28年度第 1回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会 ※覚書について協議 

平成 28年 6月 29日 平成 28年度第 2回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会 ※覚書について協議 

平成 28年 7月 29日 

 

鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化にかかる覚書締結 

鎌倉市・逗子市ごみ処理広域化にかかる確認書解消 

平成 28年 8月 7日 葉山町の可燃ごみ受入れ試行にかかる市民説明会 

（AM10～池子会館、PM２～市役所） 

平成 28年 8月 30日 平成 28年度第 3回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会 ※覚書にもとづく広域連携について協議 

平成 28年 9月 3日 池子小学校区住民自治協議会代表者会議にて葉山町の可燃ごみ受入

れ試行の検討状況について説明 

平成 28年 10月 27日 平成 28年度第 1回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会勉強会 ※葉山町クリーンセンター施設見学、覚書にもとづく広

域連携について協議 

平成 28年 11月 5日 池子小学校区住民自治協議会役員会にて葉山町の可燃ごみ受入れ試

行の検討状況について説明 

平成 28年 11月 15日 政策会議 （議題）葉山町の可燃ごみ受入れ試行実施について 

平成 28年 11月 21日 池子小学校区住民自治協議会役員会にて葉山町の可燃ごみ受入れ試

行の検討状況について説明 

 



 

 4 

平成 28年 10月 27日 平成 28年度第 1回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会作業部会 ※ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協議 

平成 28年 12月 14日 葉山町の可燃ごみ受入れ試行にかかる補正予算議決（全会一致） 

200ｔ×2月×30.36円＝12,144,000円 

平成 29年 1月 13日 池子小学校区住民自治協議会役員会にて葉山町の可燃ごみ受入れ試

行の検討状況について説明 

平成 29年 1月 27日 葉山町の可燃ごみ受入れ試行の延期についてプレスリリース 

平成 29年 2月 4日 池子小学校区住民自治協議会代表者会議にて葉山町の可燃ごみ受入

れ試行の延期について説明 

平成 29年 3月 10日 平成 28年度第 2回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会勉強会 ※事業系生ごみ対策について 

平成 29年 3月 18日 まちづくりトークで葉山町の可燃ごみ受入れ施行の延期について説

明  

平成 29年 3月 21日 平成 28年度第 2回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会作業部会 ※ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 3月 21日 平成 28 年度補正予算（受入れ延期による減額）及び平成 29 年度当

初予算議決 

※H28：200ｔ×2月×30.36円＝▲12,144,000円 

H29：400ｔ×9月×30.36円＝109,296,000円 

平成 29年 3月 29日 平成 28年度第 3回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会 ※勉強会と作業部会の検討状況と今後の協議の進め方について 

平成 29年 5月 24日 平成 29年度第 1回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会 ※ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 5月 29日 平成 29年度第 1回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会勉強会 ※鎌倉市名越クリーンセンター施設見学、ごみ処理広域

化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 6月 6日 平成 29年度第 2回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会勉強会 ※鎌倉市施設（坂ノ下不燃施設、笛田クリーンセンター、

テクノトランス）見学、ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協

議 

平成 29年 6月 12日 平成 29年度第 1回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会作業部会 ※ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 6月 24日 葉山町の可燃ごみ受入れ開始について運搬車両通行経路の地元説明

（15：00沼間住民協、19：00池子住民協） 

平成 29年 6月 27日 葉山町の可燃ごみ受入れ開始について運搬車両通行経路の学校周知

（逗子中学校、池子小学校、沼間中学校、沼間小学校） 

平成 29年 6月 30日 平成 29年度第 2回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会作業部会 ※ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協議 
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平成 29年 6月 30日 「逗子市と葉山町のごみの共同処理方針について」両市町部長名で

文書取り交わし 

平成 29年 7月 5日 平成 29年度第 3回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会勉強会 ※逗子市環境クリーンセンター施設見学、ごみ処理広域

化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 7月 7日 葉山町と「廃棄物の焼却処理の試行に関する契約書」締結 

平成 29年 7月 10日 葉山町の可燃ごみ受入れ開始 

平成 29年 7月 27日 平成 29年度第 3回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会作業部会 ※鎌倉市今泉クリーンセンター施設見学、ごみ処理広

域化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 8月 24日 平成 29年度第 4回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会作業部会 ※ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 8月 28日 平成 29年度第 2回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会 ※ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 9月 27日 平成 29年度第 5回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会作業部会 ※ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 9月 29日 葉山町と「廃棄物の焼却処理の試行に関する契約書（第 2期）」締結 

平成 29年 11月 7日 平成 29年度第 4回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会勉強会 ※今後の広域協議の方向性、ごみ処理広域化実施計画の

策定に向けて協議 

平成 29年 11月 24日 平成 29年度第 3回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会 ※鎌倉市から逗子市焼却施設での鎌倉市の可燃ごみ処理の可能

性について検討要請、ごみ処理広域化実施計画の策定に向けて協議 

平成 29年 12月 15日 神奈川県に「逗子・葉山地域循環型社会形成推進地域計画」提出 

平成 30年 1月 7日 池子小学校区住民自治協議会役員会にて葉山町の可燃ごみの受入れ

の状況と平成 30年度事務委託移行の方針について説明 

平成 30年 1月 15日 政策会議 （議題）葉山町との可燃ごみとし尿の共同処理にかかる

事務委託について 

平成 30年 1月 27日 池子小学校区住民自治協議会代表者会議にて 2 市 1 町の広域連携の

検討状況と葉山町との共同処理の進捗状況について説明 

平成 30年 1月 30日 平成 29年度第 5回鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会勉強会 ※今後の広域協議の方向性、ごみ処理広域化実施計画の

策定に向けて協議 

 



資料５

2017.12.31現在

搬入量（kg)
搬入量累計

（kg）

歳入金額（円）

（@30.36円）

７月 81,790 81,790 2,483,144

８月 172,420 254,210 5,234,671

９月 156,890 411,100 4,763,180

第１期 411,100 12,480,995

１０月 352,720 763,820 10,708,579

１１月 449,760 1,213,580 13,654,713

１２月 300,990 1,514,570 9,138,056 12月以前は実績

１月 425,000 1,939,570 12,903,000 １月以降は予定

２月 432,000 2,371,570 13,115,520

３月 440,000 2,811,570 13,358,400

第２期 2,400,470 72,878,268

合計 2,811,570 85,359,263

3,600ｔ（400t×9月）×30.36円/kg＝109,296,000円

2,811ｔ×30.36円/kg=85,341,910円　≒　85,341,000円

85,341,000円－109,296,000円＝▲23,955,000円

平成29年度葉山町可燃ごみ受入実績及び予定

補正金額

実

績

予

測

当初予定額

補正後予定額



















事務委託　資料７-１

可燃ごみ　共同処理削減効果（当初予算ベース） 　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

H30予算額
（共同処理）

H28予算額
（単独処理）

差額
（H30-H28）

主な増要因

歳入 ごみ処理負担金 （焼却処理） 175,172 0 175,172

（灰処理） 36,962 0 36,962

歳入合計 212,134 0 212,134

歳出 焼却施設維持管理事業 86,595 79,406 7,189 重金属固定剤5,843　活性炭1,426

センター維持管理事業 80,618 78,523 2,095 電気料金(高圧）2,400

最終処分場維持管理事業 111,496 82,090 29,406 焼却灰処理委託料29,782

職員給与費増額分 20,910 20,910 時間外勤務手当土日連続運転分20,910

歳出合計 299,619 240,019 59,600

歳入-歳出 △ 87,485 △ 240,019 152,534

H30予算額から次の臨時的経費を除く 　（単位：千円）

焼却施設維持管理事業 工事_誘引通風機インバータ39,852

センター維持管理事業 工事_搬入路拡幅5,850

最終処分場維持管理事業 工事_雨水側溝補修2,061

焼却灰処理委託料比較 　（単位：千円）

H30 H28 差額

焼却灰資源化委託（3者） 65,677 77,394 △ 11,717

焼却灰埋立処分委託（2者） 41,499 0 41,499

計 107,176 77,394 29,782

葉山町からのごみ処理負担金収入212,134



資料７－２ 

し尿等共同処理削減効果（当初予算ベース） 

【歳入】 

＜し尿処理手数料＞ 

H29 540千円 ： H30    0円    差額△540千円 

＜浄化槽清掃手数料＞ 

H29 300千円 ： H30    0円    差額△300千円 

＜し尿処理施設電気料金等雑入＞ 

H29 2,466千円： H30    0円    差額△2,466千円 

＜ペットボトル資源化施設電気料金等雑入＞（H29一部し尿処理事務費に含まれていた為掲出） 

H29 4千円  ： H30 2,470千円    差額＋2,466千円 

  

合計△840千円 

 

【歳出】 

＜ペットボトル資源化施設維持管理事業＞（H29一部し尿処理事務費に含まれていた為掲出） 

H29 3,159千円 ： H30 23,251円  差額+20,092千円 

＜し尿処理施設維持管理事業＞（閉鎖費用（臨時）） 

H29 10,783千円 ： H30 6,118円  差額△4,665千円 

＜し尿処理事務費＞（H29は環境ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ、H30は資源循環課予算） 

H29 39,384千円 ： H30 2,091円  差額△37,293千円 

 

                合計△21,866千円 

 

【歳入】【歳出】あわせ△21,026千円 



事務委託　資料８-１

焼却処理単価（原価相当額）の算出

Ａ 焼却量（ｔ） 17,173

Ｂ 資本費＋処理及び維持管理経費 508,764,076

Ｃ １ｔ当たり焼却処理原価 ¥29,625.8124

Ｄ １kg当たり焼却処理原価 ¥29.6258 ⇒ 29.62

Ｂ内訳
資本費＋処理及び維持管理経費
ア＋イ＋ウ＋エ

508,764,076

ア 人件費 180,237,559

　　給料・処理係分（16人） 159,328,471

　　時間外勤務手当(受入量増に伴う） 20,909,088

イ 処理費（定期補修工事費を入れる） 114,455,958

　　センター維持管理 37,823,196

　　処理車両維持管理 226,961

　　焼却処理施設維持管理 75,830,601

　　汚染負荷量賦課金 575,200

ウ 委託料 0

　　溶融固化処理業務委託料 0

エ 資本費 214,070,559

　基幹改良工事+H29工事分 214,070,559

逗　　子　　市

円   銭



事務委託　資料８-２

焼却

予定量

（ｔ/年）

H30年度

想定焼却残渣率
処分方法

H30年度

焼却灰搬出

予定量

（ｔ/年）

処分事業者
搬出先

自治体

環境保全協力金

（円/ｔ）

（非課税）

H30年度

運搬処分費

（円/t（税抜））

運搬事業者

H30年度

搬出予定額

（円/t（税込）

協力金

支出予定

額

400 中央電気工業㈱
茨城県

鹿嶋市
300 49,250 21,276,000 120,000

400 中部リサイクル㈱
愛知県

名古屋市
51,300 22,161,600

400 メルテック㈱
栃木県

小山市
51,480 22,239,360

計 1,200 溶融固化平均単価 50,677 溶融固化計 65,676,960 120,000

100 ジークライト㈱
山形県

米沢市
1,300 40,000 東亜環境CC㈱ 4,320,000 130,000

計 950 埋立処分平均単価 40,250 埋立処分計 41,499,000 130,000

2,150 支出予定金額 107,175,960 250,000

溶融固化率 55.81% 合　　計

埋立処分率 44.19%

合計107,425,960円÷17,173,000kg≒6.25円

107,425,960

40,500
㈱ウィズウェイスト

ジャパン
37,179,000

合　　計

可燃ごみ焼却灰処理単価の算出

17,173

(逗子

11,175・

葉山

5,998)

12.5%

溶融固化 東亜環境CC㈱

埋立処分

850

㈱ウィズウェイスト

ジャパン

（逗子100・葉山750）

群馬県

草津町



し尿等共同処理負担金 資料９

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

868.90 847.66 927.90 859.52 815.53 833.57 775.90 717.82 828.02 754.77 783.09 939.61 9,952.29

848.27 813.24 904.97 829.06 784.25 816.68 758.22 692.88 797.35 729.53 766.89 916.25 9,657.59

20.63 34.42 22.93 30.46 31.28 16.89 17.68 24.94 30.67 25.24 16.2 23.36 294.7

97.0%

3.0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

使用料(整数止） 3,442,422

負担金（整数止） 45,235,451

合計 48,677,873

　うち葉山分 47,217,537

　うち逗子分 1,460,337 A

（逗子分3％で計算）

円

年

円

円

円　B

円

円

円

円

円

円　C

円

円

円

円

施設整備費B 73,332

維持管理費C 358,945

合計 1,892,614

(逗子投入量294.7㎥/全体投入量9,952.29㎥×12,121,893円=358,945円)

　☆総括表

処理費用A 1,460,337

97.7%96.8% 97.0% 97.1% 97.1% 96.5%

逗子分比率 3.2% 3.0% 2.9% 2.9%

6,790,681

総投入量

　うち葉山分

　うち逗子分

葉山分比率

7,191,940 7,830,307

595,598 622,436 569,894 511,682 544,946

■平成28年度実績に基づく処理量まとめ（単位：㎥）

■施設整備及び維持管理にかかる経費（平成28年実績ベース）

252,845

12.7倍

3.5% 2.3%

219,071 232,107

8,428,173

8,146,590 8,486,653 7,820,895 7,083,292 7,504,779 8,175,328

　○施設整備にかかる経費

　　し尿投入施設については、基金繰入により整備を実施したが、一般廃棄物処理事業債を活用したものとみなし算定を実施する。

事業費

■平成28年度実績に基づく処理費用まとめ（単位：円）

251,957 262,474 241,883

8,398,546 8,749,127 8,062,778 7,302,363 7,736,886

597,866

7,802,948 8,126,691 7,492,884

償還年数

36,666,000

15

年当り負担額 2,444,400

　　団体別負担率については、年間の実投入量に基づき算定された負担率を用いて算定する。なお、負担率については四捨五入により小数点第一位まで求める。

葉山町負担率

逗子市負担率

97.0%

3.0%

      年当り負担額に団体別負担率を乗じて団体別負担額を算定する。（四捨五入により整数止め）

葉山町負担額

逗子市負担額

2,371,068

73,332

　○維持管理にかかる経費

　　維持管理経費についても施設投資経費と同様に、年間の実投入量に基づき算定された負担率を用いて算定する。

修繕料

保守点検

989,388

10,368,000

逗子市負担額 358,945

委託量 764,505

合計 12,121,893

葉山町負担額 11,762,948



（単位：m3・円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

投入量 869.27 847.24 927.97 859.06 815.25 833.68 776.22 717.88 828.35 754.53 782.89 939.25

使用料

使用料（整数）

負担金算出用投入量

負担金算出用料金

算出用（整数）

負担金

合計金額

税率８％

年間使用料

年間負担金

年間合計額

48,667,873円×0.03=1,460,337円（逗子市負担分）A

101,935

1,339,479

1,441,414

7,302,363

3,442,422 111,132

45,235,451 5,845,205

48,677,873 5,956,337

8,398,546 8,749,127 8,062,778 7,736,886 8,428,173

7,802,948 8,126,691 7,492,884 6,790,681 7,191,940 7,830,307

8,398,546.0 8,749,127.0 8,062,778.0 7,302,363.0 7,736,886.0 8,428,173.0

8,398,546.6 8,749,127.5 8,062,778.9 7,302,363.8 7,736,886.7 8,428,173.1

21,793.2 22,694.9 20,929.6 18,973.8 20,091.4 21,869.4

595,598 622,436 569,894 511,682 544,946 597,866

595,598.4 622,436.4 569,894.4 511,682.4 544,946.4 597,866.4

1,722.14

1,716.0 1,787.0 1,648.0 1,494.0 1,582.0 1,722.0

処理費用シミュレーション（逗子市込み仮想倍率12.7倍）

２ヶ月計

（下段、整数止め）

1,716.51 1,787.03 1,648.93 1,494.10 1,582.88



①H25し尿投入施設整備事業

事業費 財源

36,666,000 基金繰入 円

②償還年数

・起債を活用したとする。

・施設の性質に鑑み、「一般廃棄物処理事業債」に準じるものとする。

償還年数 15 年

③１年当たり負担額

〔算定式〕①／②＝36,666,000円／15年

年当たり負担額 2,444,400 円

④負担率（仮）

逗子市負担率 ３％

葉山町負担率 97％

⑤団体別負担額（１年当たり）

〔算定式〕③×④

逗子市 73,332 円　B

葉山町 2,371,068 円

○ し尿投入施設整備にかかる費用の考え方



362,988

118,800

507,600

989,388

7,776,000

2,592,000

10,368,000

198,180

188,865

191,970

185,490

764,505

委託料 11,132,505

12,121,893

投入量（年/㎥） 比率（％） 施設維持管理費清算額

葉山町 9,658 97.0% 11,762,948

逗子市 294.7 3.0% 358,945 C

合計 9,952 100.0% 12,121,893

■平成28年度ベース施設維持管理費

下水道投入施設タンク清掃委託（3回目）

下水道投入施設タンク清掃委託（4回目）

小計

委託料　清掃業務

合計

施設維持管理費合計

下水道投入施設タンク清掃委託（2回目）

下水道投入施設維持管理委託（648,000円/月×12箇月）

下水道投入施設ポンプ点検委託

小計

委託料　保守点検

下水道投入施設タンク清掃委託（1回目）

■平成28年度　下水道投入施設維持管理事業費（施設維持のみ）

下水道投入施設制御盤修繕

下水道投入施設制御盤修繕その2

下水道投入施設し尿循環弁・移送弁交換修繕

合計

需用費　修繕料
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